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平成 26・27年度 第３回学会・医会協議会常任委員会 議事録 

 

日時：平成 27年 9月 27日（日）１３：００～１４：３０ 

場所：東海大学校友会館 霞が関ビル 35F 「三保」 

出席者：久 育男会長。小川 郁、原 晃、伊藤壽一、大森孝一、黒野祐一、新川秀一、 

髙橋 姿、吉原俊雄、浅井英世、今井昭雄、鈴木 衞、小松崎 篤、塩谷彰浩、

藤岡 治、吉村 理、阿部 隆、坂口文雄、小山賢吾、松岡秀樹、山下裕司、 

高石 司、福與和正各委員。香取幸夫幹事。菊地俊彦事務局長。 

欠席者：上村卓也、小森 貴、前田太郎各委員。猪原秀典幹事。 

司会者：原 晃委員、福與和正委員 

 

会長挨拶 

協議事項 

１．前回提案議題の再協議について 

第２回常任委員会で提案された議題を再協議し、以下の各ブロックから提案された議

題を 12月に開催される学会・医会協議会の議題とすることを承認した。 

１）北海道ブロック 

保険医療講習会を日耳鼻学術集会のひとつとしてお認め頂きたい。 

２）中国ブロック 

この度の日本専門医機構の専門医制度について。 

３）中部ブロック 

在宅医療における耳鼻咽喉科の実情について。 

＊この議題に関連して秋田県の阿部 隆委員から東北ブロックで耳鼻咽喉科開

業医および勤務医を対象に実施された在宅医療に関係するアンケート結果が報告

された。同様の内容のアンケートを全国各ブロックで進めることを承認した。 

 

２．新提案議題について 

  新規の提案議題を協議し、以下の各ブロックから提案された議題を 12月の学会・医会

協議会の議題とすることを承認した。 

１）関東ブロック 坂口文雄委員（東京） 

医療事故調査制度に対する日耳鼻の対応について 

２）中部ブロック 小山賢吾委員（愛知） 

小規模医療施設の医療安全対策について 

（協議事項３の耳鼻咽喉科内視鏡感染制御の手引き（案）と共に議題とすること

を承認した。） 

３）近畿ブロック 松岡秀樹委員（京都） 

在宅医療について 

（関連他科と連携して、専門医の在宅医療への参加に対する評価を求めていく

必要性について、協議事項１－３の話題と共に、議題とすることを承認した。） 

新専門医制度について 

（協議事項１－２の話題とともに議題とすることを承認した。） 
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  以下の各ブロックから提案された議題は、協議の上、12 月の学会・医会協議会の議題

としないことを承認した。 

４）東北ブロック 阿部 隆委員（秋田） 

「５月 10日を（咽）喉頭の日」として咽喉頭疾患の啓蒙を行うのは如何か。 

５）四国ブロック 高石 司委員（徳島） 

日耳鼻総会・学術講演会（講習会）の開催を日曜日を含めた会期で行っていただき

たい。 

 

３．耳鼻咽喉内視鏡感染制御の手引き（案）について 

大森孝一委員より、日本耳鼻咽喉科学会における耳鼻咽喉科診療機器の感染制御ワー

キンググループの作成した標記の手引き（案）について説明があった。この手引きにつ

いて 12月の学会・医会協議会で紹介し意見をいただくことを審議し、承認した。 

 

 

   


